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２０２０年２月１２日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ東海ユニオン第 34回中央委員会 

 

 

ＪＲ東海ユニオンは、２月７日、ホテルア

ソシア静岡にて第 34 回中央委員会を開催し

た。中央委員、特別中央委員、傍聴者ら 150

名が出席し、来賓としてＪＲ連合の中山耕介

組織部長、さらには地元静岡県選出でＪＲ連

合国会議員懇談会の会長でもある榛葉賀津

也参議院議員が出席した。 

冒頭、挨拶に立った鎌田茂中央執行委員長

（ＪＲ連合副会長）は、「ＪＲ東海の事業を

支えているグループ企業を含めた関係会社は、本体以上に人材不足が深刻化している。

ＪＲ東海グループ全体での労働条件の向上が必要不可欠だ。賃金はもちろん制度や福利

厚生などのあらゆる労働条件の向上をめざす総合生活改善に向けた闘いに取り組み、Ｊ

Ｒ東海グループ全体の繁栄と成長をめざし『ハートフルカンパニー』の実現に向けて組

織を挙げて取り組む。さらには、健全で強固な労使関係のもと、職場の実態を把握し、労

使協議に反映していくことの重要性と意義を次世代に継承していく」と述べ、春闘方針

をはじめとする当面する諸課題に対して真摯な議論を呼び掛けた。 

また、質疑では 19 名の中央委員から、安全の確立、２０２０春季生活闘争、業務課題、

組織の活性化、ハートフルカンパニーの実現に向けた取り組みなどについて活発な発言

があり、執行部の各担当から丁寧な答弁と政所大祐書記長による熱い総括答弁が行われ、

当面する諸課題に対する活動方針を満場一致で確認した。 

 


